















 私は 2006 年 11 月までＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）で「Ｘ線天文衛星すざく」の
開発とＸ線天文衛星を用いた観測的研究を行ってきました。Ｘ線衛星すざくについては今















です。地球と太陽の距離は約１億 5000 万 km あるのですが，これを１天文単位と呼びます。
太陽系ぐらいのスケールを考えるときには，この天文単位という単位が非常に便利です。




て，われわれになじみがある km に直すと，およそ 10 兆 km です。10 兆 km というとピンと
こないと思いますが，１の後ろに０が 13 個並んだ km です。そのくらいの距離でわずか１




































 太陽の中心温度はおよそ 1500 万度と非常に高温です。表面温度は約 6000 度で，これも
われわれの普段の生活から考えるとかなり高温です。したがって，太陽そのものは灼熱の














































































Ｘ線やガンマ線は可視光線と比べて，波長が 1000 倍以上短い光です。 
 光の波長はエネルギーと反比例の関係にあります。波長が 1000 倍短いということは，エ













































っていました。しかしながら，太陽の次に近い恒星は 4.3 光年離れています。4.3 光年と
いうと非常に近いように思われるかもしれませんが，地球と太陽の距離の 27 万倍も離れて
いるのです。太陽は例外的に近く，その隣の恒星は非常に遠いのです。 
 例えば太陽を今の距離から 27 万倍遠ざけたところに置けば，そのＸ線の強さは 27 万の

































































































ット実験は 1962 年でしたが，1970 年には世界で初めてのＸ線天文衛星が米国によって打
ち上げられました。衛星になると，地球の周りをぐるぐる回って長時間観測することがで
きますから，格段に観測条件がよくなります。この世界初のＸ線天文衛星はいろいろな方



















ちょう」で，続いて 83 年の「てんま」，87 年の「ぎんが」，93 年の「あすか」，そしてつい

















































て，現在は 45 億歳ぐらいです。人生の半分ぐらいを過ごした，まさに今が盛りの星です。 

































































































































































































































隊飛行させます。打ち上げ目標は 2020 年ごろです。2020 年打ち上げというわけにはいか
ないかもしれませんが，今後 20～30 年のうちには最初の巨大ブラックホールが見えるよう
になることでしょう。 
 以上で私の話を終わりにさせていただきます。ありがとうございました。 
 
質疑応答 
（質問） 宇宙はどういう速度で膨張しているのですか。 
 
（藤本） 膨張速度（銀河の後退速度）は地球からの距離によって変わります。地球から
の距離に比例して後退速度は大きくなります（ハッブルの法則）。遠方に行くほど後退速度
が大きくなるので，あるところから先は見えなくなってしまいます。 
 
（質問） この宇宙に人間のような生物は存在するのでしょうか。 
 
（藤本） 今のところ存在するという証拠は見つかっていませんが，宇宙にはそれこそ天
文学的な数の星があり，その中には生物が住める環境を持った惑星があって，生物が存在
していてもおかしくはないと思います。私は存在する方が自然なのではないかと思います。 
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